
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 

８月１日発行 

第 5号 浜木綿 
学校教育目標 

自ら考え、お互いを認め合い、 

社会と関わろうとする生徒の育成 

スローガン  一人ひとりが主役の白中 

 

学
年
独
自
の
取
組
・
学
び 

～
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
～ 

   

一
年
生
で
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
サ

イ
ト
と
い
う
企
業
の
方
を
招
き
、

身
近
に
存
在
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
の
利

点
と
注
意
点
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま 

し
た
。 

ま
た
、
西
田 

教
育
長
に 

来
て
い
た 

だ
き
、
ふ
る 

さ
と
学
習 

で
活
用
す 

る
「
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
メ
ソ
ッ
ド
」
と
い
う

手
法
を
学
び
ま
し
た
。 

二
年
生
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
Ｙ,

ｓ
ヘ
ア

ー
の
榎
本
幸
郎
氏
に
講
演
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
理

容
技
術
の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い 

な
が
ら
、 

進
路
選
択 

に
つ
い
て 

の
お
話
を 

伺
い
ま
し 

た
。 三

年
生
で
は
、
白
浜
町
の
職
員

の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
の
租
税

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
学
び
を
も
と
に
、
夏
休
み
中
は

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
取
り
組

み
ま
す
。 

ま
た
、
助
産
師
の
田
中
知
恵
氏
を 

招
い
て
の
思 

春
期
講
座 

で
は
、
思
春 

期
に
お
け 

る
心
身
の 

変
化
や
命 

の
誕
生
か
ら
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
三
年
生
の
国
語
科

「
資
料
を
読
み
取
り
、
論
理
的
に

考
え
る
」
単
元
で
は
、
働
く
女
性

の
課
題
を
取
り
上
げ
、
総
合
学
習

の
「
白
浜
町
の
保
育
環
境
を
考
え

る
」
内
容
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
夏
休

み
の
保
育
体
験
に
つ
な
が
る
学
び

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

      

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
意
図
や
つ
な
が
り
が
あ
り
ま

す
。
一
本
一
本
の
糸
が
縒
り
合
わ

さ
っ
て
太
い
綱
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
つ
一
つ
の
取
組
が
合
わ
さ

り
深
い
学
び
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ

が
白
浜
中
学
校
の
学
び
の
イ
メ
ー

ジ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学

び
に
は
、
色
々
な
取
組
を
支
え
て

く
だ
さ
る
方
々
が
必
要
で
す
。 

一
学
期
、
た
く
さ
ん
の
取
組
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。(

学
校
長) 

授
業
日
数
七
十
一
日
の
一
学
期

が
終
わ
り
、
夏
休
み
が
始
ま
っ
て

十
日
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
一
学

期
は
、
体
育
大
会
や
万
博
見
学
な

ど
の
大
き
な
行
事
が
あ
り
、
そ
れ

ら
へ
の
取
組
や
日
々
の
学
習
を
通

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
成
長
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
学
期
の
後
半
は
、
各
学

年
の
取
組
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し

ま
す
。 

  昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
山
本
賢

氏
・
石
山
登
啓
氏
を
招
き
、
対
話

を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

三
年
間
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必

要
な
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
学

年
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年
二

～
三
回
ず
つ 

実
施
し
ま
す
。 

一
学
期
に 

は
、
一
年
生 

で
保
護
者
と 

の
「
対
話
の 

フ
ォ
ー
ク
ダ 

ン
ス
」
、
二
年 

生
で
「
ネ
ガ 

テ
ィ
ブ
を
ポ 

ジ
テ
ィ
ブ
に 

変
換
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 ネガティブをポジティブに変換ワークショップ：２年生 

対
話
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 
ＡＩ講習会：１年生 

 租税教室：３年生 

 対話のフォークダンス：１年生 

 職業講演会：２年生 

各
学
年
の
学
び 

 FIDS メソッド学習：１年生  理容技術体験：２年生 

 思春期講座：３年生  ワークシート：３年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行      事 部活 

１ 金 全校登校日・ﾈｯﾄﾄﾗﾌﾞﾙ講演会  

２ 土 県吹奏楽コンクール  

３ 日   

４ 月   

５ 火 ３年救急救命講習  

６ 水 近畿大会（陸上） 南部高校体験学習 × 

７ 木 
２年近大生との交流 近畿大会（陸上） 

生徒会交流会 

 

８ 金 ２年近大生との交流  

９ 土 テニス研修大会  

10 日 陸上大会  

11 月 山の日  

12 火 夏季特別休暇  

13 水 夏季特別休暇  

14 木 夏季特別休暇  

15 金 学校閉庁日  

16 土   

17 日   

18 月 ３年保育実習  

19 火 ３年保育実習  

20 水 スクールカウンセラー  

21 木  × 

22 金 
３年保育実習 １年登校日 

スクールカウンセラー 
 

23 土 テニス研修大会  

24 日   

25 月 ３年高校説明会  

26 火   

27 水  × 

28 木 中学生議会  

29 金   

30 土   

31 日   

９月の予定 ＊事情により変更する可能性があります。 

 １日（月）２学期始業式・身体測定・給食なし 

３日（水）全学年実力テスト 

 ２０日（土）熊野高校体験学習 

 ２７日（土）陸上郡新人大会 

★陸上部★〔７月 1２日（土）：田辺スポーツパーク〕※上位入賞者 

  

〔７/５（土）、６（日）：紀三井寺公園陸上競技場〕 

共通男子８００ｍ  １位 ２分０１秒５１ 小阪 優 

共通男子１５００ｍ １位 4分０９秒１０ 小阪 優 

               ２位 4分１１秒１９ 関岡祐介 

共通男子３０００ｍ １位 9分１９秒４４ 中村悠樹 

陸上部個人、野球部、男子バレー部 
県大会出場おめでとうございます！ 

郡総体壮行会では、各部のキャプテンが大会への熱い思いを 

発表してくれました。 

★テニス部★〔７/１2（土）、１3日（日）：白浜町テニスコート〕 

 〔個人戦〕 

吉田凜・谷地麻奈実ペア ２回戦敗退 

竹中愛夢・岡本愛麗ペア ２回戦敗退 

井澗音巴・吉見未加ペア １回戦敗退 

   〔団体戦〕 

１回戦 シード 

２回戦 不戦勝 

３回戦 対高雄中 ０－３ で敗退 

★野球部★〔７/１２（土）：上秋津若者広場 

７/１３（日）：田辺スポーツパーク〕 

 １回戦 対上秋津中・新庄中 ６－５ で勝利 

 準決勝 対大塔中・衣笠中・龍神中 10－0 で勝利  

 決 勝  対上富田クラブ ０－７ で敗退 準優勝で県大会出場 

★男子バレーボール部★ 

〔７/２０（日）：田辺スポーツパーク〕 

  対富田中 ０－２  で敗退 

  ２位で県大会出場  

共通男子４００ｍ 

共通男子８００ｍ 

共通男子１５００ｍ 

共通男子３０００ｍ 

共通男子三段跳 

共通男子砲丸投 

１年女子 100m 

共通女子走幅跳 

第４位 山﨑快飛 

第１位 小阪 優  第４位  太田 幹 

第１位 関岡祐介 第３位  梅本宗一朗 

第１位 中村悠樹  第３位  上野山奏太 

第４位 木下葵斗  第５位  松阪香玖 

第５位 薗田太一 

第２位 山口紗由       

第３位 山本珠色       

紀南 goodに学校便り掲載 

男子総合 

 第３位 


